
 

令和７年度 第３回 中ノ町小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時  令和７年９月３日（水） １４時００分から１５時３０分まで 

２ 開 催 場 所  中ノ町小学校 会議室１ 

３ 会 長 挨 拶 

４ 校 長 挨 拶 

５ 出 席 委 員  齋藤 誠、堀内 秀哲、鈴木 巧、瀧 幸仁、鈴木 景子、金原 佐知子、 

佐藤 理、藤井 琴美 

６ 欠 席 委 員  山下 直行 

７ オブザーバー     宮地 俊晴（天竜協働センター）、岡安 智代（主任児童委員） 

８ 学   校  河合 享子（校長）、河口 裕之（教頭）、白鳥 直樹（ＣＳ担当教員） 

小野 佐恵子（ＣＳディレクター） 

９ 傍 聴 者   なし  

１０ 議長の選出   議長の選出について意見を求めたところ、他の議員より斎藤会長の名前が

あがり、全員異議なくこれを承認した。 

１１ 熟   議    

   ・前期学校評価アンケートの結果報告 

   ・全国学力学習状況の共有、対応の検討  

   ◎現状・課題の共有、対応の検討   

１２ 会議録作成者  ＣＳディレクター 小野 佐恵子 

１３ 会 議 記 録 

   司会の教頭から、委員総数９人中８人の出席があり、過半数に達しているため会議が成立し

ている旨の報告があった。 

１４ 協 議 

・前期学校評価アンケートの結果報告 

  議長の指示により、白鳥教諭から別紙資料「学校評価アンケート結果のお知らせ」に基づ

いて説明があった。 

     

・全国学力学習状況調査の結果報告 

議長の指示により、白鳥教諭から別紙資料「令和７年度 全国学力学習状況調査 結果報

告」に基づいて説明があった。 

  

◎ 現状・課題の共有、対応の検討 

 議長の指示により以下の発言があった。 

・ＡＩが進化している。学校の課題や読書感想文をＡＩ利用することもあると聞く中で、

学校側も難しい問題だと思う。ＡＩで便利になっていく中で、注視しながらも肯定的

に活用しながらどうやって子どもの力を維持しながら利用すべきか考えていくのが課

題なのかと思う。（巧委員） 



・子供たちの対人関係やコミュニケーションがうまく出来なくなってきているのが国語

の学力低下につながっているのかなとも思う。宿題もない中で一日３時間も自宅で勉

強していると知ってすごいと思う。（瀧委員）  

・自分の子供に関して言えば、姉は小さいころから絵本を読んでいたが、弟は絵本では

なく、動画を観ていた。その影響か、弟は文字が読めないので塾へ行って学習してい

る。（佐藤委員） 

・宿題は出るが、プリント２枚程度で１０分２０分でさらっとやっており、確認のしよ

うもない。自主的に、自分で決めてやるというのは、出来る子供はよいが出来ない子

供はどうなのかと思ってしまう。もう少し強制的にしてもいいのではと思う。 

（藤井委員） 

・学校評価をこんなに早く出してくれて、２学期以降こうやっていきたいと提言してい

る学校の取り組みもすばらしい。教師は１００％で手ごたえを感じているのではと思

う。（金原委員） 

・学校支援と銘打ちながら何もしないわけにはいかないので、ドリルを購入してもらっ

て８月後半に「勉強会やろうか」「復習やった？」と声をかけた。低学年の子供でも１

時間やれる。ポスターも感想文も出さない子供が増えているが、ついていてやればが

んばれる子供も多い。家庭に多くを任せるのは難しいので、子供たちの何かを引き出

してあげられたらと思っている。（景子委員） 

・学力については、国語は一生懸命やっていたと思う。出来る子供も出来ない子供も学

校をあげてやっていたのだと思う。その中で、地域でもやれることは関わっていきた

い。（堀内委員） 

・昨年に比べて学校評価が上がっているのはいろいろな要因があると思う。点数が悪い

と言いながらも国語が一番大切かなと思う。主体性が育まれれば一番いいが、個人差

はあるが、出来ない子供を応援、指導をお願いしたい。（斎藤委員） 

・すぎのこで夏休み期間みていたが、読む力がなく、国語だけでなく、算数でも文章見

ただけで読んでもいないのに「これ、わからない」と言う。子供は読んだだけで「無

理」と思ってしまう。力がついていない子供が増えたと思う。家庭でもテレビを見ず

に個々でユーチューブを見るたりするため、家族間で共通の話題を共有していないの

ではと思う。（岡安委員） 

・ユーチューブのことはよくわからない。だけど知りたいので子供に話を聞きたいと思

って「教えて」と、目を見て聞いてあげると教えてくれる。（佐藤委員） 

・今は自主性を重んじる教育が大切だとわかった。子供が考えて実行するというのは大

変なので、親のサポートも必要だと思う。（宮地委員） 

・（校長より） 

 宿題については、ふだんは、たとえば量はいいからていねいな書き取りをしようとい

う取り組みをしている。週一回だけ自分で考えてやるという方法でやっているとの報

告があり。 

・図書を与えるというのはどうだろうと。欲しいと思うものは買ってあげる。（景子委員） 

・エアコン増設の要望。（堀内委員） 



 

堀内委員から、以前地域ＯＢに昔の話をしていただいたので、今度は第２弾として仕事で活躍して

いる保育士等の人に話をしていただくのはどうだろうかとの提案があった。 

 

教頭から次回以降の会議は、１１月１１日、２月１８日を予定している旨の報告があった。 

         


